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　医療従事者の皆様へ
　私は都内に住む高校生です。
　コロナウィルスと最前線で闘って下さっている皆様に感謝の気持ちを伝えたいと思い、はがきを書
　きました。
　本当にありがとうございます。
　私は将来皆様のような人の役に立つ仕事がしたいと考えています。
　今は、自分にできることをしっかりやり、夢を叶えらえるよう頑張ります。
　毎日応援しています。
　今日もありがとうございます。
　（東京都高校生より）

皆　　様　　の　　声（番外編）

　松戸市立総合医療センターの医療従事者・スタッフの皆様
　自身も感染のリスクや不安のある中働いて下さりありがとうございます。
　感染症医療機関として頑張って下さっていることを知りました。
　今、日本がなんとか保たれているのは皆様のおかげと思っております。
　以前、お世話になった方々のことが私も心配ですが、どうかお体大切にされて下さいね。
　今の私は何もできないですが、唯一できるstay homeを続けて第2波にならぬようにしつつ、微力
　ですが経済を回せるように頑張ります。
　（当院患者さんより）

　新型コロナウィルス感染症への不安が続くなか、多くの皆様からたくさんの心温
まる応援メッセージをいただきました。
　一時期よりは、落ち着きを取り戻したとはいえ、いまだに第二波への警戒や対策
に追われている医療現場のスタッフにとって、皆様からの温かいご声援は、何より
も大きな励みになります。職員を代表して深く感謝するとともに、これからも地域
の皆様に安心・安全な医療を提供できるよう、全職員が一丸となって頑張ってまい
ります。

　病院で働くみなさん、お仕事ありがとうございます。
　まずはご自身の安全を第一に、新型コロナウィルスのかんじゃさんを助けてあげて下さい。
　これからもがんばって下さい。
　みなさんのおかげで私たちは、安心してくらせます。
　いつもありがとうございます。
　（鹿児島県小学校5年生より）

応 援 メ ッ セ ー ジ

　松戸市総合医療センター　御中
　今日、コロナウイルス発生で大変な時期、医療従事者皆様の活躍に敬意を表し、心より感謝致しま
　す。
　ありがとうございます。
　皆様の御健勝をお祈り申し上げます。
　令和二年五月五日
　（松戸市内町会より）
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